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地域の人々と創り上げる 
エコツーリズム 
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国土の 7 割を森林が占め、海が近い日本は、人間が自然と調和して生きることを学んだ国

として知られています。持続可能な人間活動への意識の高まりとともに、エコツーリズムの分

野も注目されています。 
ここ鳥羽市は、伊勢志摩国立公園エリア内の三重県東端部に位置し、4 つの有人離島が

あり、漁業が盛んな地域です。国立公園と言うと、海外では人が住んでいないエリアをイメー

ジする人が多いと思いますが、伊勢志摩国立公園は、9 割以上が民有地で、多くの人々が生

活していることも特徴です。新鮮な海の幸や海のアクティビティ体験を求め、多くの観光客が

訪れる観光地としても有名で、この地域では古くから自然資源を保全する「持続可能な漁業」

が行われてきました。 
今回は、伊勢志摩国立公園でエコツーリズムを普及させるキーパーソンとして活躍する、

海島遊民くらぶ代表の江﨑貴久さんに、地域の人々と協働し創り上げてこられたエコツーリズ

ムについてお話しを伺いました。 
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※エコツーリズムとは、地域ぐるみで自然環境や歴史文化など、地域固有の魅力を観光客に

伝えることにより、その価値や大切さが理解され、保全につながっていくことを目指していく仕

組みです。 
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鳥羽に住んでいると、自然資源を守ろうという住民の意識が伝わってきます。 
このような自然保護の取り組みの原点はどこにあると考えますか。 

 

日本には四季があり、温暖で住みやすい気候に恵まれています。 
鳥羽の人々は、日本の中でも山や川、海が身近にあり、古くから自然の恩恵を受けて生活

しているため、そのことに感謝し、守ろうという意識が高いと言われるのがその理由だと思い

ます。 
この地域では少なくとも３０００年前から、海女文化が根付いていると言われています。海

女とは、素潜りで貝類や海藻を捕る漁師のことを言います。現在海女は、女性だけでなく男性

もいますが、ウェットスーツが普及するまでは女性だけでした。理由は、女性には皮下脂肪が



3 
 

多く、男性よりも保温効果があることで、寒い季節にも潜ることが可能だったからです。この原

始的な漁法から、資源保護の考え方が文化として根付いていることを知ることができます。 
 
 

 
 
現在、アワビ漁をするときは、「10.6cm 未満のアワビを捕ってはいけない。」という県条例

による規制が定められています。この条例は、昔から漁村ごとに小さなアワビを捕ってはいけ

ないという自主ルールがあったので、そのルールをもとにしています。なぜ 10.6cm 未満のア

ワビを捕ってはいけないのかと言うと、卵を産むのに十分な大きさまで育っていなければなら

ないからです。そのほかにも一番文化的な資源保護の漁法は、息を止めて潜り１分前後の潜

水を繰り返す漁法を３０００年守り続けてきたことです。アクアラングを身に付け効率よく獲物

を捕ればよいと考えるかもしれませんが、持続可能な漁法を行うこの地域では許されないこと

です。自然に負荷をかけないために、自分に負荷をかけて漁をするという一風変わった合理

性が日本的であり、自然との共存の合理性が図られていると言えます。余裕がない漁法です

が、その環境下でも、彼らは直接海の中を見ているので、海の環境変化を敏感に察知し、水

産資源を捕りすぎることがないように漁獲量をコントロールしてきたのです。また、自主ルール

に基づいていることで、行政の監視役が必要なく、コミュニティによってルールは遵守されてい

ます。 
そのようにして守られてきた伊勢湾の水産資源は、生き物が棲みにくい海に変わりつつあ

ると危惧されています。海の環境の変化(黒潮の大蛇行や海水温の上昇、貧栄養化など)の
影響を受けこれまでたくさんいたはずの生き物が姿を消しているのです。 
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例えば、この地域では、クルマエビやコウナゴ漁が盛んでしたが、クルマエビは大幅に減少

し、コウナゴは全く捕れなくなってしましました。漁師たちは、こうした事態を察知すると、漁法

や漁獲量をコントロールします。ある種の生き物が減ると、その種の漁をセーブし、逆に増え

ている種(サワラなど)にシフトするのです。漁師たちは、一つの種の漁を行うだけでなく、海藻

のワカメを養殖するなど様々な漁法を行い、生計を立てています。これは、水産資源が豊富

な伊勢湾だからできることなのです。 
また、答志島和具浦産ワカメは、ワカメとしては世界初のエコラベルを取得するなど、彼ら

の意識が高いことが窺がえます。 
大切なことは、今ある資源を「捕り尽さないこと」で、ある種の水産資源が希少になれば、そ

の種の漁をやめることを行い、先人たちがそうした持続可能な漁業を続けてきたからこそ、伊

勢湾の水産資源が守られてきたと言えるのです。 
このことを、当社のツアーに参加した外国人のお客様に説明すると、皆さんが理解してくれ

ます。そしてこの考え方は、世代を超えて現在も鳥羽の漁師や海女らに受け継がれていま

す。 
その他にも、鳥羽市にある４つの有人離島の中で一番人口の多い答志島には、「寝屋子

制度」があります。寝屋子制度は、中学校を卒業した男子数名（5～6 名）を「寝屋親」と呼ば

れる地域の世話役が預かり、寝屋親の家の一室に寝屋子を寝泊まりさせ、戸籍上のつなが

りのない者同士が、実の親子・兄弟のように絆を深める制度です。 
元来、「寝屋」とは若者たちが寝泊まりする部屋をさす言葉で、その寝屋で寝泊まりする若

者たちを「寝屋子」と呼び、かつては西日本の漁村で行われていましたが、現存するのは答

志島だけであり、市指定無形文化財としても指定されています。 
こうして、この地域の人々は、伝統的なルールや制度を守り、継承してきたのです。 
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観光地として有名な鳥羽で、どのように「海島遊民くらぶ」のエコツーリズムが重要視されるよ

うになりましたか。 
 

私は鳥羽市にある旅館「海月」の長女として生まれ、幼い頃から海や自然に囲まれた環境

で育ちました。進学や就職のため、一度は鳥羽を離れましたが、社会人となってから実家の

旅館を継ぐことになり、鳥羽に戻りました。海月に宿泊いただくお客様に、故郷の魅力を伝え

る中で、改めて地元の素晴らしさに気づき、エコツーリズムを地元に広めたいという想いが募
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っていきました。そうして 2001 年に伊勢志摩の魅力を伝えるガイド付き体験ツアーを提供す

る「海島遊民くらぶ」を開業し、“小さな実験場”として運営を開始しました。 
“小さな実験場”という表現をしたのは、海島遊民くらぶで環境に負荷をかけない様々なツ

アーをやってみて、その実験が上手くいけば、地域の事業者にも普及していって欲しい。そん

な願いと理念のもとで始めたからです。 
当社のツアーは、「カヤック体験」や「つまみ食いウォーキング」など、たくさんのツアーがあ

りますが、私たちがツアーを企画するときに一番大切にしていることは、ツアーに参加いただ

くお客様に直接その地域の自然に触れ、地元の人の声を聴いていただくことを大切にしてい

ます。そのために私たちは、地元の人々と信頼関係を築くことから始めました。 
そうして現在は、地元の人々に協力いただきながら、お客様に地元の人の目を通して、背

景を知ることができるツアーを提供するに至っています。 
エコツーリズムを行ううえで、自然を自然として伝えることはとても難しいのですが、例えば

当社が行う一番人気ツアーの「つまみ食いウォーキング」では、地元のすし屋の大将や、漁師

と触れ合い、直接彼らの言葉で話を聴くことができます。彼らの目を通して見た海の環境の変

化や自然を大切にするを、彼らの口から言葉で伝えてもらうことで、ツアーに参加するお客様

は共感し、自然を感じ取ることができるのです。 
観光客、漁師、ガイド、皆それぞれの立場で、物事の捉え方も様々ですが、自然に対して

責任を持つ「真剣さ」は皆同じです。生産者の感情や立場、ビジョンを理解することが最も重

要だと感じていますし、これからも彼らの真剣さをお客様に感じ取っていただけるようなツアー

を提供していきたいと思っています。 
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海島遊民くらぶのエコツアーの特徴を教えてください。 
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エコツーリズムは、「自然」、「旅行者」、「地元の人々」、「企業・観光産業」この 4 つのステ

ークホルダーによって構成されています。日本のエコツアーはメニューが豊富なので、訪れる

場所やその地域の文化によって、それぞれの地域の特性を知り、学ぶことができるといえま

す。私たちのツアーの醍醐味は、普段は一般公開されていない場所を開放していることで

す。 

 

外国人観光客に一番人気のあるツアーは何ですか？ 

一番人気は、海女さんに会いに行くツアーです。 

 

フランス人観光客は、地元のコアなツアーが人気ですが、鳥羽ではどんなツアーがおすすめ

ですか？ 

鳥羽の有人離島の一つ、答志島では、漁師のアフターファイブツアーがあります。 
一日の仕事を終えた漁師さんたちに会いに行くツアーで、お酒を飲みながら話すことができ、

おすすめです。 
 

オリジナリティのあるおすすめのツアーはありますか？ 

たくさんありますよ! 答志島の魚市場見学、グルメツアー、来年からは海女さんと一緒に潜る

ことができるツアーを始めます。また、その他のツアーも近日公開予定です♪ 

 

最後に一言お願いします。 

地域の人々と協働し創り上げてきたからこそ、お客様にも地域の人々にも満足してもらえる

スタイルを地域に確立することができ、この地域のエコツーリズムの普及に貢献できたことを

本当にうれしく思っています。 
今ではエコツアーに取り組む団体が増え、若手漁師がグループを作り、海藻について学ぶ

ことができるエコツアーを提供したり、海女さんが語り部をするなど、地域の人々が豊かな自

然の恵みやそこに息づく文化、産業、景観を感じることができる様々な体験を提供し、積極的

にお客様をお迎えしています。 
鳥羽の素晴らしい自然を写真に収めることは簡単ですが、私たちのツアーに参加したお客

様には、ただ見るだけでなく、地元の人々と触れ合いながら、彼らの真剣さに共感し、身近な

自然を守りたいという意識を持って帰国してほしいですね。 
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くわしくはコチラ 

海島遊民くらぶホームページ （英語） 

https://www.oz-group.jp/kaitoyumin/ 
鳥羽市観光協会（英語） 

http://toba.gr.jp/en/ 
 

日本エコツーリズム協会ホームページ（英語） 

https://ecotourism.gr.jp/english/ 
 

鳥羽市を紹介する「Fantastique Toba」（フランス語） 

インスタグラム https://www.instagram.com/fantastique_toba 

フェイスブック https://www.facebook.com/Fantastique-Toba-101711889104507 

 

連絡先： kanko@city.toba.lg.jp 
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鳥羽市エコツーリズム推進協議会について 
日本では、1998 年に『エコツーリズム推進協議会』が設立され、三重県鳥羽市でも、2010

年に『鳥羽市エコツーリズム推進協議会』が設立されました。 
『鳥羽市エコツーリズム推進協議会』は、農林水産業・観光商工関係団体と観光事業者、行

政などが集まり、大切にしてきた自然や海女文化、地域資源の持続的な活用を図るため「循

環」と「連携」を取り入れた「鳥羽のエコツーリズム」を進めています。また、このような活動が

評価され、 2019 年には、環境省主催の第 15 回エコツーリズム大賞を受賞しています。 


